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研究成果の概要（和文）：アンシァン・レジーム期、革命期、そして19世紀前後半の時期、様々な社会的立場を
生きた〈個人〉が、それぞれどのような社会構想、国家観を持っていたのか。対象となるのが具体的な個人の思
想であったため、研究体制は研究協力者を含め総勢9名での共同研究となり、結果として、〈啓蒙ー革命ー共和
国〉という近代フランスの理解の再検討という当初の目的を達成することができた。とりわけ、こうした単線的
理解とは別に、いわば「ありえたかもしれない社会」「ありうべき国家」という、社会構想のオルタナティブを
提示できたことは、研究史上きわめて重要な成果となった。

研究成果の概要（英文）：Persons who were living in different positions in the old regime, during the
 French Revolution and in 19th century in France, what kind of thoughts did they have about ideal 
society or forms of states ? Generally, they think that French Revolution and, as its background, 
the Enlightenment in 18th century are the origin and the base of legitimacy of French Republic even 
today. But recent social unrest in this country drive to reconsider this understanding: 
Enlightenment - Revolution - Republic. In choosing 9 persons (clergy, nobles, merchant, 
administrators, writers, or journalist), from the middle of 18th century to the end of 19th century,
 we analyzed their discourses: articles of newspapers, speeches in several assemblies, pamphlets, 
novels, administrative correspondence, private letters and journals. Through this study, we have 
succeeded in revealing "alternatives" or other possibilities of ideas or plans about a modern 
France.
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１．研究開始当初の背景	
（1）アンシァン・レジームを扱う研究、革
命史研究、そして 19 世紀史の研究は、必ず
しも連携していないが、1789 年のフランス革
命をその起源とする 19 世紀後半の第三共和
政の意義は、革命と、それに先立つ啓蒙との
関連性の中であらためて問う必要があると
いう認識を持つに至った。	
（2）フランス〈共和政〉の歴史的起源は 1789
年の〈フランス革命〉であり、その前提の一
つとして〈啓蒙〉が依然重視されている。他
方で、主に 1980 年代に表面化したいわゆる
「移民問題」は、近年のグローバリゼーショ
ンやテロの勃発、極右勢力の躍進とも絡んで、
現代のフランス社会を動揺させている。こう
した中で、あらためてフランス〈共和政〉の
国是としての「自由、平等、友愛」あるいは
「ライシテ」が議論の遡上にあがっている。
こうした状況下にあって、〈共和政〉の起源
としての〈革命〉、その背景の一つとしての
〈啓蒙〉、この三者のつながりを基礎とした
近代フランスの理解をあらためて検討すべ
きと考えられた。	
（3）以上のような、〈啓蒙—革命−共和政〉と
いう近代フランスの単線的理解の再検討に
際して、これまでとは異なるアプローチを模
索していた。近年の文化史研究の進展の中で
「個人の語りPersonal	narrative」の検討が、
歴史研究の新たな手法の一つとして注目さ
れている。18 世紀から 19 世紀というおよそ
100 年に及ぶタイムスパンで、〈啓蒙—革命—
共和政〉というメインストリームとは別の、
複層的な近代フランスの基層にあった思想
的潮流を捉えようとする本研究においては、
この「個人の語り」に注目するアプローチも
取り入れながら、様々な社会的立場にあった
複数の〈個人〉に焦点を合わせる手法が有効
であると考えられた。このために、本研究は
あえて複数の専門家による共同研究という
形が取られることになった。	
	
２．研究の目的	
	 18 世紀半ばから後半の啓蒙主義が花開く
時期から、1789 年に始まるフランス革命の
10 年間を挟み、19 世紀前半の政体の変転と
混乱の時期を経て、第三共和政成立に至る世
紀後半までの時期を生きた様々な社会層に
属する複数の〈個人〉を取り上げ、彼らが、
それぞれの時期に抱いた社会構想や国家観
を明らかにする。その分析を通じて、近代フ
ランスの基層としての〈啓蒙－革命－共和
政〉という単線的理解を再検討することが、
本研究の直接の目的であった。〈啓蒙－革命
－共和政〉という大きな流れ自体の多面性、
またこれと並行するようにして同時代的に
存在したはずの複数の、このメインストリー
ムとは異なる、時にはこれと対立する、そし
て場合によっては一切実現をみなかった社
会構想や国家観が、どのように現実としての
〈啓蒙－革命－共和政〉に関わり、これを相

対化するのかを明らかにすることが最終的
な目的である。	
	 以上の研究の基本的な目的と同時に、研究
計画段階においては、アプローチの手段とし
ての〈個人〉への着目という手法がどの程度
有効か、その検討という二次的な目的もあっ
た。とりわけ、単なる伝記の集成に終わらせ
ずに、上記研究の主要目的のために個々の事
例をいかに総合して結論に帰着させること
ができるかという挑戦でもあった。	
	 日本はもちろん、フランス本国、アメリカ
やイギリスといった革命史研究の先進国を
管見の限り、同種の研究テーマは見当たらず、
計画通りに研究が進展すれば、世界に例をみ
ない画期的な研究成果を生み出すことがで
きる。	
	
３．研究の方法	
	 〈啓蒙－革命－共和政〉というメインスト
リーム自体の複雑さや多面性、あるいはその
流れに単純に回収されない「支流」の存在を
明らかにしようとする時有効なのは、複数の
〈個人〉の中にあるそれぞれの思想的宇宙に
焦点を合わせる手法だろう。	
	 研究代表者、研究分担者 6名、そして研究
協力者 2 名が結集し、まず第一に、以下の 9
人の人物を研究対象として選定した。地方の
小ブルジョワの家庭に生まれ、主に 1750 年
代から 80 年代にかけて哲学書、小説を刊行
した人気作家であり聖職者でもあったア
ベ・コワイエ（1708〜1782 年）、18世紀半ば
から後半にかけて大活躍したベストセラー
作家ルイ＝アントーヌ・カラッシオリ（1719
〜1803 年）、ノルマンディ地方小村出身の法
曹家でかのバスティーユ牢獄に 22 年間投獄
されていたプレヴォ・ド・ボーモン（1726〜
1823 年）、ルイ 16世治下で王権の美術行政を
主導した貴族ダンジヴィレ伯爵（1730〜1809
年）、『第三身分とは何か』を刊行し、革命の
最初期に主導的立場にあった聖職者アベ・シ
ィエス（1748〜1836 年）、ジャーナリストで
かつ国民公会ではモンターニュ派の議員と
して活躍したカミーユ・デムーラン（1760〜
1794 年）、ノルマンディの首府ルアンに居を
置く大商人で、革命期を通して中央、地方で
隠然たる政治的影響力を維持したドフォン
トネ（1743〜1806 年）、フランス革命を経験
しつつも、むしろ革命後 19 世紀前半に主に
思想家、文筆家として活躍したフーリエ
（1772〜1837 年）、そして 1889 年、すなわち
フランス革命100周年を記念したパリ万国博
覧会の開催・運営に深く関わったエリート官
僚ピカール（1844〜1913 年）である。まず彼
らの生涯を概観し、彼らが生きた環境や時代
背景を浮かび上がらせ、場合によっては人間
関係にも着目し、彼らの手になる哲学書、小
説、新聞記事、政治的パンフレット、行政書
簡、演説記録や議会発言などはもちろん、手
紙や日記、回想録といったパーソナルな史料
も駆使しながら、それぞれの思想を詳細に分



析し、彼らの社会構想や国家観を明らかにす
ることを試みた。彼らはしばしば、直接的に
はその社会構想や国家観を語ることはない。
たとえば、美術行政官のプライヴェート・コ
レクションのリスト、一地方商人の妻への手
紙、聖職者の書いた小説。こうした史料の中
に、彼らの社会観や国家観を間接的に読み取
ることにも挑戦した。	
	 以上の作業から生まれた研究成果を、ただ
集成しただけではない。複数回の共同研究会
を開催し、それぞれの研究成果を突き合わせ、
9人の思想分析から明らかになる、18世紀後
半から 19 世紀終わりに至る時期の複数の思
想潮流を総合することを試みた。〈啓蒙—革命
—共和政〉という単線的な近代フランス理解
を相対化するという本研究の目的のために
は、不可欠な研究プロセスということになろ
う。	
	
４．研究成果	
	 主に革命前に活躍した人々（アベ・コワイ
エ、カラッシオリ、ル・プレヴォ、ダンジヴ
ィレ伯爵）の社会構想の中に革命の芽を捉え
ることができた。例えばコワイエにみられる
貴族批判や民衆観、祖国愛の強調は、革命と
その後の近代フランスの創造とつながると
言えよう。一方で、革命とその後の共和政へ
の道筋とは接合しない思想的立場も明らか
になった。例えばキリスト教護教論者カラッ
シオリの主張は興味深い。彼はフランスの文
明を基本的には称揚しつつも、それによる人
間性の腐敗を防ぐのはキリスト教の教えで
あると確信している。また「単一の祖国」を
望みながら、それをまとめ上げるのはやはり
キリスト教ということになる。何よりもカラ
ッシオリは「新思想」、すなわち啓蒙を明確
に批判している。最初期の革命を「第三身分
の尊厳の回復」であるとして支持しているこ
とからも、フランス革命と根源的に対立する
社会観、国家観を持っていたとは言えないが、
明らかに〈啓蒙—革命—共和政〉というメイン
ストリームとは異なる思想的立場をとった
一人と言えるだろう。	
	 また革命期のただ中を生きた人びとにつ
いては、革命の激動の中で、その政治的、思
想的立場を時には大きく変転させているこ
とを明らかにした。これは本研究の重要な成
果の一つである。とりわけ顕著なのはジャー
ナリストのカミーユ・デムーランであろう。
最初に「共和主義」をとなえた人物ともされ
るデムーランの思想は、特に革命の進行に際
しての民衆たちの行動や政治的な急進化を
眼前にして、それまで明確には確認されなか
った「出版の自由」と民衆の教化、そして共
和政とを結びつける議論へと深化する。革命
初期に活躍したシィエス、地方商人ドフォン
トネについても思想的立場の変化が明らか
にされ、革命の方向性が日々模索される中で、
共和政に関わる思想的態度も変化し続けて
いたことが確認された。	

	 そして、第一帝政から復古王政に至る時期、
また第三共和政期に、革命の遺産がどのよう
に受け取られ、再解釈され、何を新たに生み
出すのかを、主に 19 世紀を生きた人物を取
り上げ、分析した。たとえば 19 世紀末の万
国博覧会を主導した高級官僚ピカールにつ
いては、彼が精魂を傾けて執筆した博覧会に
関する大部の報告書が主に分析対象となっ
た。ピカールは、いわば革命の暴力や精神的
恐慌の側面を除去する「解毒」プロセスを通
して、次代に向けた理想的な社会を構想し、
また第三共和政という生まれたばかりで依
然幼弱な体制を正当化し、強化するための、
フランス共和国の集合記憶の構築へつなげ
ようとしたことが明らかになった。	
	 本研究で取り上げた各〈個人〉の社会構想
は、いわば「ありうべき国家」「ありえたか
もしれない社会」といった「可能性の束」で
ある。革命前夜、彼らは未来の「可能性とし
ての革命」を語っており、それは現実に起き
た革命の 10 年の枠組みにすべて回収される
ものではなかった。革命期には、それぞれが
それぞれの社会的立場も反映した社会構想
や国家観を表明してはいるものの、それらの
思想を、現実が瞬く間に否定、ないし乗り越
えてしまう。その激変に合わせるように、あ
るいは激変する現実をその都度解釈し直す
ようにして、彼らの思想的立場は変化し続け
た。19世紀には革命を振り返って、革命を否
定したり、あるいは少なくとも表面上はこれ
を賞賛しつつも、やはり現実に起きたそれと
は必ずしも一致しない「可能性としての革
命」を創造したと言える。	
	 〈個人〉を起点として「可能性としての革
命」の存在を明らかにし、近代フランスの複
層的理解を提示する共同研究でしかなしえ
ない以上の研究とその成果は、「研究の目的」
でも触れたように、世界に例をみない。本研
究の以上のような達成は、国際的にも重要な
研究史上の貢献であると言えるだろう。	
	 なお、本研究の一部はすでに公表されつつ
あるが、その総合的な研究成果については、
日本学術振興会科学研究費・研究成果公開促
進費（学術図書）からの支援をお願いして、
出版、公開し、広く共有する予定である。	
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